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～ 徳島から発信する、農業の未来 ～

担い手紹介



ブロッコリー
連絡協議会 販売高19億9,300万円販売高19億9,300万円販売高19億9,300万円 //////販売高19億9,300万円 //

担い手紹介
　ブロッコリー連絡協議会の昨年産のブロッコリーの販売高が19億9,300万円となりました。昨春、
９ＪＡが合併し、同協議会が発足。全域で栽培するブロッコリーは、昨年10月から今年６月まで出荷
し、総出荷量4,856ｔの実績となりました。８月22日、徳島市のホテルで販売反省会を開き、協議会
役員、ＪＡ役職員、市場関係者ら35人が出席しました。
　同協議会は生産者972戸で546haを栽培しています。広域での品質統一に向け、栽培管理の徹底に
よる高品質出荷、安定供給に努めています。重点市場への適正出荷、市場集約によるロットの拡大、
栽培面積の維持拡大、県内外のイベントでの積極的な消費宣伝などにも取り組みました。徳島県は出荷
量全国５位の産地として他産地をリードしています。ブロッコリーは全国的にも子どもの好きな野菜
ランキングで３位になるほど人気です。
　昨年産は８月の酷暑と干ばつ、台風10号により定植等の作業が遅れたスタートでした。高温で生
育障害や病虫害が発生し、12月は高温干ばつ傾向となり、数量が減少しました。生育遅れの分が３
月にまとまって出荷されたことで単価が下落し、
春にかけても不安定な気候の影響を受けたものの、
相場は終盤に回復しました。
　販売面では、出荷が集中するタイミングが他の
野菜と重なり、売り場の奪い合いとなりました。
業務用中心に輸入品が増加したことが単価の伸び
悩みの要因となりました。
　今年産は優良品種の現地導入調査などを計画し
ています。
　湯藤哲也会長は「連絡協議会を通し、多様な意
見を丁寧に集約し、実効性のある施策を実行して
いきたい」と意欲を燃やしています。

　藍園人参部会は８月４日、静岡市から感謝状を贈呈されました。表彰式は徳島市のＪＡ本店で行わ
れました。静岡市中央卸売市場と静岡ＶＦ株式会社の担当者、同部会の野田誠部会長ら部会役員４人、
当ＪＡの橋本組合長らが出席しました。
　同市は、市民に安全安心な青果物を安定的に流通させていくため、卸売業者と一丸となり、生鮮青
果物の集荷向上に努め、同市青果部卸売業者との年間取引で優良な出荷者を選定し、産地訪問事業を
実施しています。同部会は、『春にんじん』を栽培しており、同市中央卸売市場への出荷状況が優良
であり、同市民の生鮮青果物の安定供給に大きく貢献していることが評価されました。
　同部会は、生産者61戸で187haを栽培しています。後継者が多く所属し、とくしま安２ＧＡＰ（農業

生産工程管理）農産物認証制度を取
得。食品安全、環境保全、労働安全
など管理体制を強化しているのが特
徴です。
　野田部会長は「この賞を励みに、
これからも部会で消費者に安心して
食べてもらえる『春にんじん』の栽
培と安定供給に努め、産地を維持し
ていきたい」と受賞の喜びを話しま
した。

　藍園人参部会は８月４日、静岡市
れました 静岡市中央卸売市場と静

藍園人参部会に 静岡市から感謝状贈呈静岡市から感謝状贈呈

東浦誠也さん、
　　真央さん夫妻
　海部郡美波町の東浦誠也さん（32）、真央
さん（33）夫妻は、新規就農して３年目の期
待の若手就農者です。誠也さんは、県内の
大手メーカーに勤務していた頃、個人事業
主になりたいと考え、祖父が米農家をして
いたこともあって以前から興味があった農業に挑戦。旧かいふ農業協同組合と海部郡が開
講した「海部きゅうり塾」で１年間の実践研修を受け、23年に「東浦農園」を開業しました。
　ハウス18アールで、冬から春にかけて栽培する促成栽培を行っており、10月から植え付
けが始まります。11月から収穫が開始され、６月末まで続きます。ハウス内でつる下ろし
栽培を採用しており、つるの管理をする誘引作業と病害虫対策などに気を配っています。
キュウリは、成長が早く１日で規格外や曲がることも多く、試行錯誤しながら夫婦で協力
して収穫作業に取り組んでいます。
　夫妻は「来年中にハウスの増設を予定している。栽培面積と出荷量、同じ地域のキュウ
リ農家を増やし、産地を守り続けていけるようにこれからも家族一丸となって頑張ってい
きたい」と意欲を燃やします。

©ぐるりーな
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最新の光選別機を導入
©ぐるりーな 板 野 ラ イ ス セ ン タ ー
　板野ライスセンターは、米の異物や不良品を除去する最新の光選別機「SLASH」を導入しまし
た。従来の選別機に比べ、選別の早さと異物除去の精度の高さが特徴です。これまで使用した選別
機は引き続き稼働させ、２つの選別機を稼働させることにより選別の作業効率を高めます。
　８月20日、板野郡ライスセンター運営委員会による光選別機の内覧会があり、委員への説明を行
いました。同センターが担当する板野郡地区では「コシヒカリ」や「あきさかり」を栽培しています。
　導入した光選別機は株式会社サタケが製造。４色の発行ダイオード（LED）光源や２台の近赤外線
カメラ、フルカラーカメラが搭載され、より高精度の異物選別が可能です。１時間に最大で3,600
キロ（米袋１袋30キロ・120袋）を選別できます。
　同委員会の夷谷義光会長は「効率的に選別する
ことにより、職員の負担軽減と作業時間の短縮が
できる」と期待を込めました。
　販売部の川内部長は「米不足や価格高騰など厳
しい社会情勢が続く中、農産物の価格安定を念頭
に米の有利販売につなげたい」と意気込みました。

県南２地域で米検査
　海陽営農経済センターでは７月28日、アグリ
あなん営農経済センター椿集荷場では８月１日、
米の検査を開始しました。両センター管内は県
南の早場米産地です。初日は海陽営農経済セン
ターで380袋（１袋30㎏）、アグリあなん営農
経済センター椿集荷場で118袋の「ハナエチゼ
ン」の集荷がありました。
ＪＡ農産物検査員は量目のほか、米袋に穀刺

しを入れて米を取り出し、カルトンと呼ばれる
白と黒の皿で品質や水分を検査しました。当ＪＡ
管内では140人のＪＡ農産物検査員がおり、各
地域で研修会を開くなどして検査技術向上に努
めています。検査では、米の形質や整粒歩合、
着色粒の有無などを検査し、等級付けをしており、
担当者が一丸となって水稲栽培への後方支援、
高品質出荷を目指しています。
　担当者は「酷暑の中、米栽培に励んでいる農
家の新米を有利販売できるように努めたい」と
強調します。

管内で新米販売
　当ＪＡ管内のお米屋さんや直売所では、
９月上旬から新米の販売を開始しました。
阿南市西路見町の「アグリあなんお米屋
さん」では、今年収穫した新米を１年間
低温倉庫で預かり、利用者が必要な時に
自宅まで届けるシステム「直行米」の注文
が3,300袋入りました。お客さまの自宅
にＪＡ職員が各地域を手分けして配達し、
お客さまから「家まで届けてもらえて非常
に便利で助かっている。１年間おいしく
食べられるのが魅力」と好評です。
　板野町の「ＪＡグリーンアグリ板野」、
土成町の「ＪＡグリーンどなりマルシェ」
では９月１日から７日まで、吉野川市の
「ひまわり農産市鴨島店」と「ひまわり
農産市川島店」では９月３日から９日ま
で新米祭りを開き、こちらも好評でした。
　これからも管内の直売所をご利用いた
だけますよう、よろしくお願いいたします。

アグリあなんお米屋さん

ＪＡグリーンどなりマルシェ
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牛の暑さ対策 義岡ファーム株式会社牛牛牛牛のののの暑暑暑暑さささ対策対対対対策策策

義岡壽一取締役会長㊧と義岡代表取締役㊨

清潔に整備された牛舎

地域で「良質だ」と評判の堆肥

　近年、農業現場での酷暑の対策が急務となっています。阿波町の義岡ファーム株式会社は、牛の
暑さ対策に取り組んでいます。同社は50年の歴史があり、交雑牛を約1,600頭肥育しています。
　赤坂牧場は2017年より建設し、現在は６棟の牛舎があり、約700頭の牛を肥育しています。建設
した際、屋根を高くして風通しを良くし、ミストと換気扇を導入しました。ミストは300ℓの貯水タ
ンクで、噴霧配管から２分毎に30秒噴射し、牛の体感温度を下げることに成功しています。その他
の取り組みとしては、自動給餌機や自動哺乳機、防鳥ネットなどを導入して労力軽減と作業効率の向
上を目指し、産地をけん引しています。
　2021年にはＪＧＡＰ（農業生産工程管理）を取得し、牛の健康管理や衛生管理を徹底しています。
県内では畜産でＪＧＡＰを取得している農家は希少です。牛の記録をつけることで健康状態の管理・
食品安全の再確認をし、牛ふんを堆肥へ処理し、再利用することで環境保全にも取り組んでいます。
牛ふん堆肥は地域の農家へ供給し「良質だ」と評判です。牛舎を清潔に保ち、ストレスを最小限に抑
える努力をしています。
　県が認定要項で定めた３つの要件を満たした牛だけが「とくしま三ツ星ビーフ」に認定されるなど、
評価されています。
　義岡敬治代表取締役（48）は「これからも高品質な牛を肥育していきたい」と意欲を燃やしています。

鬼籠野選果場で露地すだち出荷開始
神山営農経済センター

ブランド酒米「阿波山田錦」のブランド酒米「阿波山田錦」の
日本酒がフランスで最高賞受賞
「伝統×新技術」で日本酒新時代へ

ひさごたいこう

　上板町の日新酒類株式会社が製造販売を行う日本酒「清酒瓢太閤・純米大吟醸」がフランスで開
催されるコンクール「Kura Master 2025」の純米大吟醸部門で最高賞となるプラチナ賞を受賞し、
県内で話題となっています。
　同酒は、あわ市営農経済センター管内の土質を厳選した地区のみで栽培するブランド酒米「阿波
山田錦」を使用、40％まで精米し低温発酵で丁寧に作られた同社イチオシの日本酒です。今年は
国内コンクールでも金賞を受賞し、昨年もイタリア・ミラノで開催された国際コンクールで最高賞を
受賞するなど、近年は国内のみならず海外で高く評価されています。
　同社は、これまで国内での日本酒新酒鑑評会で多くの最高賞を
受賞してきましたが、近年はインバウンドや輸出の需要増による
海外での日本酒人気の波に乗り、海外の食事にも合わせやすい日
本酒づくりにも注力しました。この純米大吟醸は完熟フルーツの
ような芳醇な甘みとサワークリームのような爽やかな酸味が特徴
です。オリーブオイルを使用した料理や生ハムなどしっかりした
味が多いですが、それに負けない存在感の味が評価されていると
いいます。また、アルコール発酵の工程では、県立工業技術セン
ターが開発した清酒酵母「ＬＥＤ夢酵母」を使用しています。
　同社製造部製造課の中西新勢主任は「蔵の伝統的な造りと新た
な挑戦を取り入れた日新酒類新時代の日本酒なので、国内だけで
なく海外のファンをどんどん増やしていきたい。産地やＪＡには
これからも維持だけでなく増産してもらえることが希望だ」と期
待を語りました。

　神山営農経済センター鬼籠野選果場で８月７日、露地すだちの出荷が始まりました。初日は3.3ｔ
の出荷で、お盆明けから徐々に出荷量が増え、８月末から９月上旬にかけて最盛期を迎えました。
１㎏箱の出荷を筆頭に消費者ニーズに合わせ、お盆明けからは３～４玉の小袋の出荷もありました。

ＪＡすだち振興部会は部会員450戸で90haを栽培
しています。今年産の青果は露地すだち120ｔ、冷蔵
すだち160ｔ、目標販売金額は３億円を計画しており、
京浜、京阪神市場へ出荷しました。
　同選果場では、酷暑に負けず、ＪＡ販売担当者を
はじめ、障害者就労施設の株式会社チームリバー
と農福連携して期間作業員を確保し、一丸となっ
て選果・出荷作業に励みました。
　後藤センター長は「農家が酷暑の中苦労して栽培
した露地すだちを有利販売できるよう努めたい」と
気を引き締めていました。

清酒瓢太閤・純米大吟醸の
ＰＲをする中西主任

ひさごたいこう

クラマスター
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女性部連絡協議会総会開催

旬な野菜のピザ作り旬な野菜のピザ作り
　麻植女性部東部支部役員は８月５日、調理室に10人が集ま
り、管内で採れる旬な夏野菜のピザ作りをしました。手作りし
たピザ生地に、女性部役員が栽培した特産スイートコーンをは
じめ、ナス、オクラ、トマト、カボチャ、ピーマン、タマネギ
などをふんだんにのせてこんがりと焼き上げました。
　試食をした女性部役員は「具だくさんで今まで食べたピザの
中で一番おいしかった」と笑顔でした。焼き上げたピザは、箱
に入れて持ち帰りました。

食育「ちゃぐりん
　　　フェスタ」に力

名西郡女性部

梅
シ
ロ
ッ
プ
作
り

　名西郡女性部は、食育「ちゃぐりんフェスタ」の
開催に長年力を入れています。2004年から16年続
き、コロナ禍で３年間の休止期間を経て一昨年に再
開しました。夏休み中に地域の放課後児童クラブに
女性部員が出向いて開催し、好評を得ています。
　同女性部とフレッシュミズ部会は７月下旬から８
月中旬にかけて、石井町の２会場と神山町の２会場
で計４回の「ちゃぐりんフェスタ」を開催し、多く
の児童が参加しました。児童たちは、神山町産の冷
凍した南高梅とグラニュー糖を瓶に入れて作る梅シ
ロップ作りを体験しました。梅シロップの蜜と、豆
乳で作った練乳をかけたかき氷の試食をし、大喜び
でした。
　同女性部の宮内あき部長は、スイートコーンやホ
ウレンソウ、ブロッコリーを出荷する生産者で食育
活動にも熱心に取り組んでいます。宮内部長は「子
どもたちからの『また来てね、楽しかった』という
声に元気をもらっている」と活動への手応えを実感
しています。

麻 植 女 性 部 ＪＡ共済女性のつどい海部地区
女性部

　海部地区女性部は９月８日、牟岐町海の総合文化センター
で防災をテーマに「ＪＡ共済女性のつどい」を開き、女性部員
51人が参加しました。冒頭で山下浩美女性部長から「日頃か
ら自分の身に起こることを想定しておくと、もしもの時に落
ち着いて行動できると思うので、このつどいが役立ってほしい」
と挨拶がありました。記念講演では、ＮＰＯ法人災害救援レ
スキューアシストの塩塚成年理事を講師に「被災地から学ぶ
私たちにできることは」で日頃から地域住民の仲間とコミュ
ニケーションを深めておくことが災害時の助け合いに繋がる
ことを学びました。防災クイズも行い、楽しく勉強しました。
　また、女性部役員で力を合わせ、ポリ袋に食材を入れて湯煎
する調理法で防災レシピを５品作り、参加者全員で試食しま
した。メニューは、①緑茶で戻した切り干し大根塩昆布和え
②サツマイモとレーズンのジュース
煮③ツナとナス、ピーマンのみそ煮
④鶏ささ身とニンジンのうま煮⑤ポ
リ袋で炊く白ごはんでした。ＪＡ購
買店舗で販売する缶に入ったパンや
スタンディングパック（スプーン付
き）でそのまま食べられるリゾット
なども試食し、好評でした。

試食した
「にじのきらめき」の

おにぎり

山下部長挨拶

湯煎
しま
和え 記念講演

防災食の試食
ポリ袋に入れた
食材を湯煎

　女性部連絡協議会は８月27日、徳島市の
ホテルで総会を開き、各地域の女性部長、ＪＡ
役職員ら42人が出席しました。各地区から
農産物の収穫体験などの食育活動、女性部伝
統の「焼き肉のたれ」と「そうめんつゆ」作り
などの料理教室、防災教室、ヨガ、ウォーキ
ングなど多様な活動を展開したと活動報告が
ありました。今年度も様々な活動を通じて女
性部員の拡大と地域活性化を目指しています。
昨年度に和歌山県へのふれあい旅行を企画し、
地域を越えて親睦を深めることができ、第２
回のふれあい旅行も計画しています。
　また、毎日のように米価格がマスコミで取
り上げられ、注目される昨今、県内では稲刈
りが行われ、酷暑での品質低下と収穫量の減
少が危惧されています。当ＪＡでも高温耐性
と収量性に優れた「にじのきらめき」の試験
栽培をしており、今回、新米試食会をしまし
た。出席者から「粒が大きくて食べ応えがあ
り、もっちりとした食感で粘りと甘みがある」
と好評でした。
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「詐欺被害防止等の連携に関する協定書」の
締結について

「詐欺被害防止等の連携に関する協定書」の
締結について

　当組合の監事は、経営の健全な発展に資するため、農協法（第35条の５）及び農協法施
行規則（第81条）に基づき、組合員からの情報提供窓口設置運営要領を定め、理事の職務
執行にかかる情報を広く収集するため、組合員よりその情報の提供を受け付けております。

　当組合の、組合運営に関する気になる行為について、見たり聞いたりした事柄があれ
ば電話または封書にて、下記宛に連絡くださいますようお願いいたします。

【一般苦情相談窓口】………………… リスク統括部リスク管理課　TEL：088-634-2339
【ＪＡバンク相談・苦情等受付窓口】… 金融部金融統括課　　　  TEL：088-634-2572
【ＪＡ共済相談・苦情等受付窓口】…… 共済部共済事務課　　　  TEL：088-634-2633

　住所　徳島県徳島市北佐古一番町5番12号  JA会館３F
　　　　徳島県農業協同組合

お電話の場合は、☎088-634-2560　月～金曜日（土日祝休）
　午前８時30分～午後５時00分までにお願いいたします。

　※当組合の業務に関する一般的な苦情については、下記窓口を設置しておりますので、
　　そちらをご利用ください。
　※ご厚意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内容のものは受付いたし
　　かねますので、予めご了承ください。

　　連絡先　【 住 所 】〒770-0011  徳島県徳島市北佐古一番町5番12号  JA会館３F
　　　　　　　　　　　　　　　　 常勤監事　　小森　英彦

農業者年金で安心・豊かな老後を農業者年金で安心・豊かな老後を
～農業者の老後は国民年金だけでは不安です～

�農業に従事する方の老後の安心に役立ちます。

�こんな方が加入できます。
①国民年金第１号被保険者 / ②年間60日以上農業に従事 / ③20歳以上60歳未満の方

�積立方式だから自分がかけた金額は年金として生涯もらえます。
（仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金が遺族に支給されます。）

�保険料はいつでも変更できます。月々２万円から６万７千円まで

�支払った保険料は全額社会保険料控除となり、所得税や住民税等の節税になります。

�政策支援（保険料の国庫補助）が受けられます。
例：認定農業者等で青色申告者で35歳未満の人は10,000円（5割）補助

【問い合わせ先】  お住まいの市町村農業委員会・JAの農業者年金担当  

［独立行政法人農業者年金基金］専門相談員 TEL.03-3502-3199 / 企画調整室 TEL.03-3502-3942

国民年金＋農業者年金

　JAバンク徳島とJA徳島県など
県下５JAは７月23日、徳島県警
察本部と「詐欺被害防止等の連携
に関する協定」を締結しました。
全国的に特殊詐欺及びＳＮＳ型投
資・ロマンス詐欺が急増している
なか、本協定により、警察との連
携が強化され円滑な情報提供が行
われるようになります。
　協定では、特殊詐欺の可能性が
ある取引や不正な口座開設が確認
された場合は、情報共有を図るこ

とや警察からの依頼があった場合に口座の利用停止に努めることが定められています。
　今後も特殊詐欺等の被害を防止し、犯罪行為からお客さまの大切な財産を守ることに努めてまい
ります。

　JA徳島中央会は８月21日、徳島市内のホテル
で「令和７年度農業者年金加入推進特別研修会」
を開きました。農業者年金の加入推進部長や女性
農業委員、JAの担当者らが参加しました。今年
度の新規加入目標達成に向け、年金の制度や具体
的な加入方策などについて理解を深めました。
　また、昨年度の農業者年金新規加入者目標に対
して優秀な成績を収めた市町村およびJAに表彰
状が送られました。
　最後に年金加入者による事例発表を行い、北島
町会議員も務められている夷谷大輔さんが農業者
年金の魅力や農業と町会議員の仕事について熱く
語りました。

農業者年金加入推進特別研修会令和７年度

表彰を受けた上板町農業委員会とJAの担当者

JA徳島県管内の表彰者JA徳島県管内の表彰者

市町村
上板町農業委員会
美波町農業委員会

JA
上板支店
阿波支店
美波支店
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